
新生活のスタートから１ヶ月 

ゴールデンウィークも終わり、入学や進級から１ヶ月が過ぎました。担任の先生との面談、授業、放課後の課

外、部活動など少しずつ学校生活の全体像も見え始め、ペースも掴み始めた頃ではないでしょうか。 

これからの１年間をどのように過ごすのか。目標なども含め、考える時期としてよいタイミングです。自分の

良いところ“売り”に気づき、伸ばしていく方法を先生方と一緒に考えていきましょう。 

《 進路講演会の開催 》 

5月16日（土）に公開授業（授業参観）が行われます。その後、1年生と2年生には進路講演会がありま

す。1年生の講演会は、大塚美弥子氏（キャリアラボ）による『高校３年間の進路スケジュールとこれから１

年間の過ごし方』です。２年生の講演会は石渡嶺司氏（大学ジャーナリスト）による『失敗しない学校の選び

方』です。１年生の講師の大塚先生からは、文理選択や進路決定など高校３年間を見通し、これからの１年間

をどのように生活すべきかについてご講演を頂きます。2年生の講師の石渡先生からは、高校や大学卒業後の

就職、キャリア形成をイメージ化し、夏休みのオープンキャンパスや企業見学の活用の仕方についてご講演を

頂きます。皆さんの進路決定において有意義な時間になることを期待しています。 

《 『探究アドバンストクラス・LAKE 』誕生 》 

大学進学希望者を中心に編成されてきた特別進学クラス、いわゆる“特進クラス”は、現1年生と2年生よ

り『 探究アドバンストクラス・LAKE 』と呼び名が変わります。これからの土浦湖北高校は、学校全体で①

教科の学習、②部活動、そして③総合的な探究活動を教育活動の柱として皆さんの学校生活を支援し、学校を

これまで以上に活性化する予定です。①～③の活動全体（総体）を“探究”と呼び、これらに発展的に取り組

むのがアドバンストクラス（5組と6組）です。では、『LAKE』とは何を意味しているのでしょう。これは

土浦湖北高校の“湖”にかけたもので、Learners Advancing Knowledge Exploration の頭文字をとっ

ています。「知的な探究に発展的に取り組む生徒たち」という、集団またはその姿勢を示しています。①～③

のいずれかに本気で取り組んでいる生徒なら誰にでも資格はあります。挑戦してみませんか。 

《 定期考査Ⅰに備えよ 》 

5月20日（水）～22日（金）は定期考査Ⅰになります。1週間前にあたる13日（水）からは部活動停止期

間に入ります。特に、学習との両立に苦労している運動部所属の生徒にとっては、時間がとれずに積み残して

いた学習に取り組む絶好の機会です。貴重な時間を有効に使うためにはある程度の計画性が必要です。運動で

培った集中力や粘り強さ、そして体力をもっているあなたならできるはずです  。 
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【 進学者の“掟（おきて）”】 

平日の家庭学習は「学年＋１時間」 

１年生：２時間 

２年生：３時間 

３年生：４時間 

※無理な日は最低でも30分確保 

《 5月（皐月/May）進路関係行事 》 

01（金）、15（金）  第２回、第３回公務員講座 

16（土）          公開授業・進路講演会（１、２年） 

20(水）～22（金）  定期考査1 

30（土）          第１回実用英語技能検定・一次 


